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一般会計当初予算
賛成11名　反対１名

　3月定例会は３月7日（火）から23日（木）ま
での17日間開かれました。
　今議会では平成29年度一般会計予算が賛成
多数で可決され、町長が掲げる「安心して暮
らせるまちづくり」を基本理念とした予算内
容となっている。

　メインテーマを「連動～ことうら創生への
加速～」として、創生総合戦略と総合計画（こ
とうらまちづくりビジョン）を有機的に連動
させ、町全体でことうら創生へ向かうことと
なっている。最終日には2回目の議長不信任
案が可決された。

一般会計予算の中身

102億9900万円可決

ことうら議会だより　第52号　2017年５月１日―　2　―

農業研修宿泊施設予定地
6930万円（旧以西小学校）

トレーニングルーム（琴浦町総合体育館）
301万円（備品購入分）

芝収穫機
1250万円（５台購入分）

歳　入
102億
9,900万円

歳　出
102億
9,900万円

公債費
14.6％
公債費
14.6％

予備費・諸支出金
0.1％

議会費　1.0％

総務費
16.4％
総務費
16.4％

民生費
31.1％
民生費
31.1％

衛生費　4.2％

商工費　2.2％

農林水産業費
9.5％

農林水産業費
9.5％

土木費
10.0％
土木費
10.0％

消防費　2.8％

教育費
7.6％
教育費
7.6％

災害復旧費
0.5％ 地方譲与税

4.3％

自主財源
30％
自主財源
30％町税

16.3％
町税
16.3％

繰入金
7.5％
繰入金
7.5％
その他
6.1％
その他
6.1％

依存財源
70％
依存財源
70％

地方交付税
38.6％

地方交付税
38.6％

国庫支出金
11.4％

国庫支出金
11.4％

県支出金
8.8％
県支出金
8.8％

町債
6.9％
町債
6.9％

  67億536万円特別会計     6億2321万円企業会計
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討 論

賛否が分かれた議案等の起立採決による審議の結果
審議結果 大

平
　
高
志

澤
田
　
豊
秋

桑
本
　
賢
治

語
堂
　
正
範

山
田
　
義
男

藤
本
　
則
明

新
藤
　
登
子

高
塚
　
　
勝

川
本
正
一
郎

小
椋
　
正
和

青
亀
　
壽
宏

前
田
　
智
章

桑
本
　
　
始

井
木
　
　
裕

手
嶋
　
正
巳

賛
成
反
対

テロ等組織犯罪準備罪（共謀罪）の創設に反対する請願書 不採択 1 １１ × × × × 欠 × × 議 × × ○ × × × 欠
「沖縄の声に共鳴して地方自治の堅持を日本政府に求める
意見書」の採択を求める陳情 不採択 1 １１ × × × × 欠 × × 議 × × ○ × × × 欠

平成２９年度琴浦町一般会計予算 可決 １１ 1 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 議 ○ ○ × ○ ○ ○ 欠
平成２９年度琴浦町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算 可決 １０ 2 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 議 ○ ○ × ○ ○ × 欠
議長不信任決議について 可決 9 2 ○ ○ × × 欠 ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 欠
この表に掲載していない議案は全会一致で可決、陳情は全会一致で不採択となりました。
○＝賛成　　×＝反対　　欠＝欠席　　議＝議長

反対　青亀　議員
　隣保館は教育施設ではな
く、社会福祉施設である。変
化に対応できない行政は、一
旦終止符を打つべきだ。

平
成
29
年
度

一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

賛成　新藤　議員
　安心して暮らせるまちづく
りと、ことうら創生の実現に
向けて取り組んでいただくこ
とを期待いたします。

反対　青亀　議員
　返さなくても、延滞利息
も取らず、担保設定もしな
い、条例に違反した貸し付
けだ。

平
成
29
年
度
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

賛成　澤田　議員
　債権整理等含めて今後
しっかり努力していただくこ
とを願って賛成する。

請願・陳情
件　　　名 提出者 要　　旨 付　託

委員会
委員会
の意見

本 会 議
採択結果

JR山陰本線別所第３踏
切の拡幅に関する請願

別所・朝日町・船望
台・朝日ヶ丘区長
（入江敏・椎本敬博・
福田弘子・山辺薫明）

（紹介議員）
井木　裕・大平高志

別所第３踏切内での事故防止及び通行者の安全・
安心を確保するために、拡幅をＪＲ西日本に働き
かけていただきたい。

農建

採　択

願意は妥当と
認める

採　択
《全会一致》

テロ等組織犯罪準備罪
（共謀罪）の創設に反対す
る請願書

憲法改悪反対鳥取県
共同センター代表
鳥取県労働組合総連
合議長

田中　暁

（紹介議員）
青亀壽宏

　テロとは関係のない公職選挙法や道路交通法を
含め、広く市民生活にかかわる犯罪も含め600もの
犯罪を「共謀罪」の対象とすることは、市民生活
を萎縮させる。
　犯罪を犯したものを罰するという刑法の基本理
念を根底から覆し、憲法が保障する市民の表現、
思想、内心の自由を大きく侵害し、監視社会へつ
ながるものである。
　憲法の基本的人権の擁護という理念から大きく
逸脱した「共謀罪」の創設に反対する意見書を提
出するよう請願する。

総務

不採択

国において判
断すべきもの

不採択

「沖縄の声に共鳴して地
方自治の堅持を日本政府
に求める意見書」の採択
を求める陳情

鳥取県労働組合総連
合議長

田中　暁

沖縄の民意を真摯に受け止め、日本国憲法が保障
する地方自治の本旨に基づき、住民自治と団体自
治を柱とする地方自治を堅持することを求める意
見書を関係行政庁に提出するよう求める。

総務

不採択

国において判
断すべきもの

不採択

―　3　―第52号　2017年５月１日　ことうら議会だより
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議長不信任を再可決
賛成９名　反対２名

議長不信任決議
　３月23日（木）議会最終日に議長不信任決議を小椋議員が提出者となり審議され
る。６名の議員が賛成・反対の討論を行ったのち、賛成多数で可決となった。
（要約）
１　�12月定例会において、手嶋正巳議長に対する不信任が圧倒的多数により議決された。この議決は、
手嶋正巳議長に対する「戒告」という懲罰処分に続いての琴浦町議会の決定である。

２　�12月議会で議決した不信任に対する反省と改善の方向が示されないことは容認できない。
３　�10名の議員が議員懇談会の開催を要求したが、全員協議会が開催されたことは、議会の民主的
運営を自ら否定されたことにもなり、民主的議会運営が欠如しており納得できない。

賛成　青亀　議員
　今の状態は有史以来の大ピ
ンチに陥っている。二元代表
制の一方の要である議会が、
いわば機能不全の状態に陥っ
ている。話し合いがなければ
対立や誤解は解けない。

賛成　川本　議員
　円滑な運営に努めたいとい
う言葉に期待した。私に対す
る謝罪は行われていない。一
緒にやろうというふうな気持
ちというのを、伺うことがで
きない。

賛成　桑本　始　議員
　議長は非があるところは認
めなければならない。議長は
入院加療ということだが、議
場に戻り、執行の場を踏んで
いただきたい。

反対　桑本賢治　議員
　３ヶ月も経たないうちに、再
び不信任動議を提出するには、
それなりの理由がいる。
　町民目線ではどこかずれて
いるぞと言う意見が非常に多
い。

反対　語堂　議員
　議員懇談会ではなく全員協
議会で対応したことが、民主
的運営を否定されたと記載さ
れている。議員懇談会ではなく、
公式な全員協議会を開く方が
民主的である。

反対　井木　議員
　この動議は、町民の福祉の
地域発展と無関心な責任放棄
の行動だ。町民の直接判断を
仰ぐべき重大な出来事であり、
町民に対する新たな挑戦行為
である。

討 論

議
長
不
信
任
決
議
に
つ
い
て

ことうら議会だより　第52号　2017年５月１日―　4　―
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賛否が分かれた議案等の起立採決による審議の結果
審議結果 大

平
　
高
志

澤
田
　
豊
秋

桑
本
　
賢
治

語
堂
　
正
範

山
田
　
義
男

藤
本
　
則
明

新
藤
　
登
子

高
塚
　
　
勝

川
本
正
一
郎

小
椋
　
正
和

青
亀
　
壽
宏

前
田
　
智
章

桑
本
　
　
始

井
木
　
　
裕

手
嶋
　
正
巳

賛
成
反
対

琴浦町職員の給与に関する条例の一部改正について 可決 13 １ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

琴浦町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に
関する条例の一部改正について

可決 13 １ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

琴浦町議会の議員報酬及び費用弁償に関する条例の
一部改正について

可決 11 ３ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 議

この表に掲載していない議案は全会一致で可決、陳情は全会一致で不採択となりました。
○＝賛成　　×＝反対　　欠＝欠席　　議＝議長

【
平
成
29
年
第
1
回�

�

琴
浦
町
議
会
臨
時
会
】

　

１
月
19
日
、
第
１
回

臨
時
会
が
開
会
さ
れ
ま

し
た
。会
議
に
先
立
ち
、

去
る
１
月
９
日
に
急
逝

さ
れ
た
故
藤
堂
裕
史
議

員
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

し
、
黙
祷
を
捧
げ
、
議

事
に
入
り
ま
し
た
。

議
長
続
投
宣
言

　

冒
頭
、
議
長
の
進
退

に
つ
い
て
表
明
す
る
。

　

後
援
会
、
有
識
者
に

相
談
し
、
辞
職
し
な
い

こ
と
を
表
明
し
た
。

　

会
議
で
は
、
町
長
提

出
議
案
で
あ
る
「
琴
浦

町
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例

及
び
琴
浦
町
職
員
の
育

児
休
業
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
」
を
含
む
９
議
案
お

よ
び
議
員
提
出
議
案
１

件
に
つ
い
て
審
議
し
た
。

進学奨励金の一般化を求める決議 
　３月23日（木）議会最終日に進学奨励金の一般化を求める決議を大平議員が提出
者となり審議され、可決となった。
（要約）
　同和対策として行われてきた「進学奨励金」が平成26年から高校に限って一般化され、現在では
保護者の町民税所得割の課税標準額の合計が150万円に満たない家庭の高校生に対して月額5,000円
の奨励金を支給して進学を奨励しているが、大学及び専修学校は町内の同和地区に住所を有する者
又は町内の同和地区出身者の子等に限定した支給となっている。 
　町内の住むところや出身地による線引きは合理的理由が希薄となっている。
　平等・公平の原則から進学奨励金給付規則を見直し、大学並びに専修学校についても一般化に踏
み切るべきである。

　

４
月
１
日
付
け
の
職
員

人
事
異
動
に
よ
り
、
太
田

道
彦
事
務
局
長（
左
）
と

小
泉
愛
美
主
事
（
右
）
が

新
し
く
事
務
局
に
配
属
と

な
り
ま
し
た
。
お
世
話
に

な
り
ま
す
。

◆
◆
事
務
局
人
事
◆
◆

―　5　―第52号　2017年５月１日　ことうら議会だより
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委員会の活動
総務常任委員会
　２月24日、物産館ことうら出店事業者と、事業展開・
営業時間の延長等について、意見交換を行った。
　３月21日、本会議において委員会に付託された請願・
陳情２件と平成29年度一般会計予算、各財産区特別会
計予算について審査した。
　予算については採択、請願・陳情は不採択とした。
� 委員長　桑本　賢治

白
鳳
祭

　

�

白
鳳
祭
は
町
事
務
局
か
ら
切
り
離

し
て
実
施
で
き
な
い
か
。

　

�

白
鳳
祭
に
つ
い
て
は
、
民
間
団
体

に
移
行
す
る
の
は
難
し
い
。
祭
り

の
あ
り
方
や
運
営
の
問
題
点
な
ど

を
実
行
委
員
会
で
検
討
す
る
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ

　

�

物
産
館
こ
と
う
ら
で
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
を
行
う
と
聞
い
て
い
た

が
、
そ
の
後
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

　

�
話
は
進
め
て
い
る
が
、
具
体
的
に

は
至
っ
て
い
な
い
。

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

　

�

町
内
企
業
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
い
つ

発
行
す
る
の
か
。
企
業
誘
致
Ｐ
Ｒ

用
冊
子
は
増
刷
か
。
新
規
か
。

　

�

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
商
工
会
に
委
託

し
、
数
量
、
時
期
は
調
整
す
る
。

Ｐ
Ｒ
用
冊
子
は
、
林
養
魚
場
を
加

え
更
新
す
る
。

QＡQＡQＡ

物産館ことうら視察

教育民生常任委員会
　３月16日に委員会を開き、各課からの報告事項、議
案に関する説明を受け、質疑を行った。
　一般会計は、賛成６反対１と賛成多数で可決した。
　教民関係特別会計予算４議案に関しては、全会一致
により可決し審査を終えた。
� 委員長　小椋　正和

韓
国
と
の
中
学
生
交
流

　

�

麟
蹄
（
イ
ン
ジ
ェ
）
郡
と
の
交
流

は
、
合
併
10
年
経
過
し
て
、
東
伯

中
だ
け
の
取
り
組
み
で
は
な
く
、

琴
浦
全
体
の
事
業
と
し
て
見
直
し

て
は
。

　

�

韓
国
新
南
（
シ
ン
ナ
ム
）
中
学
の

要
望
と
し
て
、
学
校
の
規
模
な
り

を
検
討
し
た
結
果
、
東
伯
中
と
の

交
流
を
希
望
と
な
っ
た
。

中
学
校
修
学
旅
行

　

�

合
併
10
年
が
経
過
し
た
が
、
旧
町

の
ま
ま
の
取
り
組
み
で
経
過
し
て

い
る
。
一
緒
に
出
来
な
い
か
。

　

�

各
学
校
へ
の
打
診
は
出
来
る
。
人

数
な
ど
の
事
も
あ
る
が
、
今
後
の

検
討
課
題
と
考
え
る
。

赤
碕
中
学
校
給
食
配
膳
室
整
備

　

�

赤
碕
中
学
校
給
食
配
膳
室
の
新
築

に
つ
い
て
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　

�

旧
給
食
セ
ン
タ
ー
の
通
路
部
分
を

解
体
し
て
、配
膳
室
を
新
築
す
る
。

　

�

生
徒
数
の
減
少
に
よ
る
余
っ
て
い

る
教
室
の
利
用
は
考
え
ら
れ
た
か
。

　

�

特
別
支
援
学
級
と
し
て
利
用
し
て

い
る
の
で
、
空
き
教
室
は
な
い
。

QＡQＡQＡQＡ

委員会の様子
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決議（要旨）
　一般国道９号別所交差点改良は、事業化されたこと
を契機に、着実に交差点改良工事が施工されており、
「物産館ことうら」が道の駅に指定され、「ポート赤碕」
との連絡道として「町道別所中線道路改良工事」も進
行中である。
　しかし、ＪＲ山陰本線の別所第３踏切の拡幅整備の
めどが明確になっていない。
　事業効果の発揮と交通の安全を図るよう、ＪＲ山陰
本線別所第３踏切の拡幅について、関係機関と連携・
協議を加速するよう強く求める。

農林建設常任委員会
　委員会を３月15日に開き、一般会計の「農林水産業
費」と「土木費」および４つの特別会計予算を審議し
た。審査の結果は、いずれも全員の賛成で本会議にそ
の旨を報告した。
　審議の中で問題になったのは、旧以西小学校を活用
する農業研修施設を懸念する意見があり、十分な検討
の必要性が指摘された。
　JR山陰線の「別所第３踏切」の拡幅を促す請願は、

現地に赴き調査した。これは、町の目玉事業である「物
産館ことうら」の道の駅指定、スマートインターによ
る町道別所中線の拡幅事業並びに国道９号別所交差点
改良とリンクする重要案件で、請願を採択すると共に
「決議（別項）」を本会議に提案し、当局にいっそう
の努力を求めた。
� 委員長　青亀　壽宏

別所第３踏切を視察

議会との意見交換会（浦安地区）
　３月３０日、浦安地区公民館で町民と意見交換会を
開催しました。７名の議員が出席し、３９名の町民の
皆さんと率直な意見交換を行いました。

【主な意見交換が行われた内容】
〇豪雪に伴う除雪について
・�除雪の優先順位について、住民の意見をもっと聞き、
情報を公開してほしい。
・�集落内の除雪がされず、部落でしなければならない、
除雪機のレンタル料や燃料代の助成をしてほしい。
・通学路の除雪は最優先するべきでは。
〇地域の活性化対策について
・小学校高学年から郷土の良さを教育しては。

良かった
16

良かった
16

まずまず
5

まずまず
5

期待外れ
8

期待外れ
8

分からない
1

無回答
1

今回の意見交換会について

無回答
1

いつも読む
12

いつも読む
12

時々読む
11

時々読む
11

あまり
読まない
6

あまり
読まない
6

全然読まない
1議会だよりについて

参加者からのアンケート結果

―　7　―第52号　2017年５月１日　ことうら議会だより
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一 般 質 問一 般 質 問

一般質問ここが
聞きた

い

一般質問 Q A&
質 問 議 員 質　問　事　項 掲載ページ

藤本　則明 ①防災について
②琴浦斎場(施設内状況)について 9

桑本　賢治 ①自治基本条例の制定について
②安心・安全な暮らしのために 10

澤田　豊秋 ①健康寿命日本一を目指すまちづくりについて
②人権が尊重されるまちづくりについて 11

高塚　　勝 ①一般質問の検討結果について
②町営バス無料化について 12

新藤　登子 ①消防団加入促進支援事業の取り組みについて 13

青亀　壽宏
①「安心して暮らせるまちづくり」の公約の到達点と今後の課題について
②職員名簿の全戸配布を復活すべきではないか
③防犯カメラの運用を中止すべきではないか

14

大平　高志 ①外国人に対する生活保護支給について
②子どもの貧困対策について 15

桑本　　始 ①中山間地域対策の目玉である「小さな拠点」づくりについて
（古布庄、上郷、以西地区に人と仕事を取り戻す） 16

川本正一郎 ①「安心して暮らせるまちづくり」実施状況について 17

語堂　正範

①琴浦町食育推進計画について
②琴浦町交通安全基本条例について
③琴浦町の農業について
④人事評価と行政機構改革について

18

小椋　正和 ①次世代育成支援対策について
②大雪対策から見た危機管理について 19

※青色のつけてあるテーマについて、本紙で詳しく紹介しております。
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一 般 質 問

防

災

防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
最
新
版
を
、
町

内
全
世
帯
へ
配
布
す
べ
き
だ
が
町
当

局
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

29
年
度
予
算
に
お
い
て
全
戸
配
布

を
予
算
計
上
し
て
い
る
。
内
容
に

つ
い
て
は
、
既
存
の
修
正
を
第
一
に
考
え

て
い
る
。

　

ま
た
、
土
砂
災
害
は
津
波
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
と
一
体
化
さ
せ
、
よ
り
危
険
個
所

が
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
修
正
し
た
い
。

災
害
時
の
移
動
手
段
の
考

え
は

問
　
津
波
発
生
時
の
避
難
手
段
と
し
て
、
徒

歩
の
み
な
ら
ず
、
車
で
の
手
段
も
考
え
ら

れ
る
。
災
害
時
の
道
路
利
用
に
関
し
、
よ

り
一
層
の
配
慮
が
必
要
と
考
え
る
が
。

原
則
徒
歩
で
想
定

山
下
町
長

答
　

国
道
９
号
線
ま
で
避
難
で
き
れ
ば
、
想

定
し
て
い
る
津
波
の
浸
水
想
定
区
域
外
の

状
況
で
あ
り
、
原
則
徒
歩
に
よ
る
避
難
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
活
断
層
が
少
な
い
か
ら
大
丈
夫
と
い
う

見
方
は
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
い
つ

何
ど
き
や
っ
て
く
る
と
い
う
事
を
想
定
し

て
避
難
訓
練
を
さ
れ
る
べ
き
で
は
。

し
っ
か
り
し
て
い
く

山
下
町
長

答
　

訓
練
と
い
う
こ
と
は
と
て
も
大
切
な
こ

と
で
あ
る
の
で
、
避
難
訓
練
を
し
っ
か
り

町
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
し
て
い
く
。

琴

浦

斎

場

琴
浦
斎
場
に
つ
い
て

問
　
建
設
か
ら
20
年
が
経
過
し
、
施
設
内
の

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
、
特
に
休
憩
室
の

畳
の
状
況
は
見
る
に
忍
び
な
く
、
新
調
し

て
は
。

改
善
を
図
っ
て
い
く

山
下
町
長

答
　

状
況
に
よ
っ
て
畳
の
表
替
え
等
、
改
善

を
図
っ
て
い
く
。

授
乳
室
の
新
設
を

問
　
授
乳
室
を
新
設
し
て
は
ど
う
か
。

間
仕
切
り
で
対
応

山
下
町
長

答
　

新
た
に
建
物
を
考
え
る
時
、
予
算
的
部

分
も
あ
り
、
施
設
内
で
の
間
仕
切
り
を
し

て
の
対
応
を
考
え
て
い
る
。

　
　問答

津
波
避
難
訓
練
を
す
る
べ

き
で
は

問

問 防災マニュアル
最新版の町内配布は

答 29年度内に
全戸配布を想定藤本　則明 議員

防災マニュアル

琴浦斎場
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一 般 質 問 一 般 質 問

自
治
基
本
条
例

町
は
自
治
基
本
条
例
を
制
定
し
て

い
な
い
。
自
治
基
本
条
例
は
、
分

権
時
代
に
お
け
る
行
政
の
当
た
り
前
の
仕

組
み
だ
と
認
識
し
て
い
る
が
ど
う
か
。

町
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
に
は
、「
自
治
基

本
条
例
」
及
び
そ
の
考
え
方
は
欠
か
せ
な

い
も
の
と
い
う
認
識
に
変
わ
り
は
な
い
。

　

条
例
制
定
に
は
、
町
民
の
気
運
の
高
ま

り
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
状
況

を
勘
案
し
な
が
ら
引
き
続
き
検
討
す
る
。

多
く
の
住
民
参
加
を

問
　
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
琴
浦
町
に

在
住
あ
る
い
は
在
勤
の
人
が
計
画
策
定
に

参
加
で
き
る
道
も
用
意
す
る
べ
き
だ
。
例

え
ば
地
区
公
民
館
ご
と
に
意
見
を
聞
く
な

ど
、
大
多
数
の
住
民
参
加
に
よ
る
計
画
作

り
を
目
指
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

広
報
・
公
聴
を
充
実

山
下
町
長

答
　

条
例
の
制
定
に
は
、
町
づ
く
り
に
対
し

て
も
っ
と
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と

や
、
気
運
が
高
ま
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は

広
報
や
公
聴
を
充
実
さ
せ
る
。

安
心
・
安
全

橋
の
架
け
替
え
を

問
　
八
橋
小
学
校
通
学
路
の
Ｊ
Ｒ
線
路
上
に

架
か
っ
て
い
る
「
ご
り
ん
橋
」
は
、
老
朽

化
で
、
床
面
に
ズ
レ
が
生
じ
、
危
険
な
状

態
に
な
っ
て
い
る
。
災
害
発
生
時
の
避
難

経
路
で
も
あ
り
、
住
民
の
安
全
を
守
る
た

め
、
架
け
替
え
が
出
来
な
い
か
。

点
検
、
実
施
検
討

山
下
町
長

答
　

床
面
の
ズ
レ
は
修
繕
し
た
。老
朽
化
は
、

本
年
度
全
町
の
橋
の
点
検
を
行
う
の
で
、

そ
の
結
果
に
よ
り
対
応
を
検
討
す
る
。

安
全
確
保
に
努
め
る

小
林
教
育
長

答
　

通
学
路
の
安
全
点
検
を
定
期
的
に
行
っ

て
お
り
、
今
後
も
関
係
機
関
と
連
携
し
、

通
学
路
の
安
全
確
保
を
進
め
て
い
く
。

　
町
道
田
越
線
の
一
里
松
住
宅
周
辺
の
道

路
は
、
狭
く
車
両
の
す
れ
違
い
が
困
難
で

危
険
。
一
里
松
住
宅
北
側
の
旧
住
宅
用
地

に「
退
避
場
所
」を
設
置
で
き
な
い
の
か
。

改
良
の
予
定
は
な
い

山
下
町
長

答
　

町
道
田
越
線
は
、
他
の
道
路
も
隣
接
に

あ
り
、現
時
点
で
は
改
良
の
予
定
は
な
い
。

　
　問答

町
道
の
退
避
場
所
設
置
に

つ
い
て

問

問 自治基本条例の制定を

答 気運の高まりが必要
桑本　賢治 議員

町道田越線
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一 般 質 問 一 般 質 問

健

康

寿

命

健
康
寿
命
延
伸
に
向
け
た
課
題

と
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

40
、
50
代
の
検
診
受
診
率
向
上
や

運
動
習
慣
の
定
着
は
、
ま
だ
不
十

分
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
の
連
携
強

化
に
よ
り
、
町
民
、
健
康
づ
く
り
団
体
、

行
政
が
一
丸
と
な
っ
て
、「
健
康
寿
命
一

歳
延
伸
」
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

運
動
習
慣
の
意
識
づ
く
り

小
林
教
育
長

答
　

運
動
習
慣
定
着
に
つ
な
が
る
意
識
づ
く

り
が
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
運
動
定
着
の

拠
点
と
し
て
、
施
設
整
備
や
サ
ポ
ー
ト
体

制
の
確
立
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
身
近
な

運
動
定
着
に
努
め
た
い
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
を

問
　
住
ま
い
と
健
康
は
深
い
関
係
に
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。
特
に
室
内
の
温
度
差
を

減
ら
し
て
健
康
に
暮
ら
す
た
め
に
、
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

検
討
し
て
い
な
い

山
下
町
長

答
　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
は
検
討
し
て
い

な
い
。
高
齢
者
の
方
へ
は
、
様
々
な
機
会

を
捉
え
、
冬
場
の
脱
衣
場
の
暖
房
、
ト
イ

レ
内
の
ヒ
ー
タ
ー
の
利
用
、
お
風
呂
で
の

注
意
な
ど
、
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
予
防
の
啓

発
に
努
め
て
い
き
た
い
。

人

権

尊

重

部
落
差
別
解
消
の
具
体
化
は

問
　
部
落
差
別
解
消
推
進
法
が
施
行
さ
れ
た

が
、
具
体
的
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

取
り
組
み
を
継
続

山
下
町
長

答
　

相
談
体
制
の
充
実
、
教
育
及
び
啓
発
、

部
落
差
別
の
実
態
の
調
査
が
明
記
さ
れ
て

お
り
、
今
後
と
も
解
消
に
向
け
て
取
り
組

み
を
継
続
し
て
い
く
。

文
化
セ
ン
タ
ー
の
役
割
重
要

小
林
教
育
長

答
　

部
落
差
別
の
完
全
撤
廃
に
向
け
、
今
後

も
部
落
問
題
の
理
解
と
格
差
是
正
の
た
め

の
施
策
を
着
実
に
進
め
て
い
く
。

　

特
に
文
化
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
重
要
で

あ
り
、
さ
ら
な
る
充
実
に
努
め
る
。

　　
人
権
・
同
和
教
育
推
進
協
議
会
の
中
の

部
会
に
、
町
の
リ
ー
ダ
ー
で
も
あ
る
教
育

委
員
、
議
会
議
員
、
農
業
委
員
、
監
査
委

員
な
ど
が
教
育
・
啓
発
に
関
わ
っ
て
い
く

よ
う
な
体
制
が
で
き
な
い
か
。

協
議
会
の
中
で
検
討

長
尾
人
権
・
同
和
教
育
課
長

答
　

町
の
人
権
・
同
和
教
育
推
進
協
議
会
の

体
制
づ
く
り
は
、
協
議
会
の
中
で
検
討
し

て
い
き
た
い
。

解
消
法
を
総
合
計
画
に
ど

う
生
か
す
か

問
　
障
害
者
差
別
解
消
法
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
解
消
法
、部
落
差
別
解
消
法
を
踏
ま
え
、

「
第
２
次
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
す
る
総

合
計
画
」
に
ど
う
生
か
し
て
い
く
の
か
。

法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
取
組
む

小
林
教
育
長

答
　

３
つ
の
法
律
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、「
第

２
次
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
す
る
総
合
計

画
」
の
人
権
分
野
に
お
い
て
、
取
り
組
み

内
容
に
盛
り
込
み
、
法
律
の
趣
旨
を
踏
ま

え
て
、
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　問答

教
育
・
啓
発
の
体
制
強
化
を

問

問 健康寿命延伸の課題は

答 運動習慣定着が不十分
澤田　豊秋 議員
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一 般 質 問 一 般 質 問

町
営
バ
ス
無
料
化

完
全
無
料
化
、ま
た
は
18
歳
以
下
、

高
齢
者
な
ど
は
無
料
化
し
て
は
。

完
全
無
料
化
は
、
道
路
運
送
法
の

適
用
外
と
な
り
、
経
費
面
、
安
全

面
で
困
難
。
特
定
年
齢
は
現
在
も
支
援
し

て
い
る
が
、
内
容
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

運
行
経
路
、
ダ
イ
ヤ
の
改
善

問
　
町
営
バ
ス
に
つ
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や

意
見
交
換
会
を
実
施
し
て
は
。

必
要
に
応
じ
て
実
施

山
下
町
長

答
　

ア
ン
ケ
ー
ト
は
必
要
に
応
じ
て
実
施
。

意
見
交
換
会
は
、
町
地
域
交
通
会
議
を
継

続
す
る
。

質
問
検
討
結
果

防
災
計
画
見
直
し
は

問
　
10
月
21
日
の
地
震
を
経
験
し
、
防
災
計

画
の
見
直
し
結
果
は
。

　

防
災
計
画
を
29
年
度
に
修
正
す
る
。

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成

小
林
教
育
長

答
　

１
月
に
、
小
・
中
学
校
大
規
模
地
震
対

応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
た
。

大
山
町
、
江
府
町
と
の
交

流
は

問
　
西
部
隣
町
と
の
民
間
交
流
な
ど
の
取
り

組
み
結
果
は
。

西
部
関
係
市
町
村
と
連
携
す
る

山
下
町
長

答
　

大
山
～
三
徳
山
間
の
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル

事
業
を
通
し
て
、広
域
的
な
交
流
を
行
う
。

移
動
投
票
所

問
　
投
票
環
境
改
善
と
投
票
機
会
確
保
の
検

討
結
果
は
。

送
迎
車
運
行
検
討

坂
口
選
挙
管
理
委
員
長

答
　

投
票
所
が
遠
い
集
落
に
対
し
て
、
期
日

前
投
票
所
へ
の
送
迎
車
運
行
を
検
討
し
て

い
る
。

　
大
学
生
、
専
門
学
校
生
に
対
す
る
進
学

奨
励
金
を
一
般
化
す
べ
き
。

検
討
し
て
い
る

山
下
町
長
、
小
林
教
育
長

答
　

一
般
対
策
化
に
向
け
検
討
し
て
い
る
。

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
注

対
応
は

問
　
意
識
啓
発
や
研
修
の
取
り
組
み
は
。

取
り
組
み
を
継
続

山
下
町
長

答
　
「
町
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
す
る
総
合

計
画
」
で
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

取
り
組
み
し
て
い
る

小
林
教
育
長

答
　

学
校
教
育
、
社
会
教
育
に
お
い
て
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
　問答

修
正
す
る

山
下
町
長

答

子
ど
も
の
貧
困

問注　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
は･･･

　

性
的
少
数
者
を
限
定
的
に
指
す
言

葉
。
レ
ズ
ビ
ア
ン
（
女
性
同
性
愛
者
）、

ゲ
イ
（
男
性
同
性
愛
者
）、
バ
イ
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
（
両
性
愛
者
）、
ト
ラ
ン
ス

ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
出
生
時
に
診
断
さ
れ
た

性
と
、
自
認
す
る
性
の
不
一
致
）
の
頭

文
字
を
と
っ
た
総
称
。

問 町営バス無料化すべき

答 法適用外になり困難
高塚　勝 議員
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一 般 質 問 一 般 質 問

消
防
団
加
入
促
進

近
年
、
火
災
の
ほ
か
、
地
震
や
土

砂
災
害
な
ど
大
規
模
な
災
害
が
各

地
で
起
き
る
中
で
、
地
域
防
災
の
核
と
な

る
消
防
団
の
役
割
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
団
員
数
は
減
少
し
、
高
齢
化
も

進
み
、
地
域
の
安
全
確
保
へ
の
影
響
が
懸

念
さ
れ
、
女
性
の
加
入
促
進
な
ど
含
め
、

対
応
を
模
索
さ
れ
い
る
。

　
県
は
加
入
促
進
に
向
け
、
団
員
を
優
遇

す
る
「
消
防
団
応
援
の
店
」
の
拡
大
を
進

め
て
い
る
が
、
わ
が
町
も
「
消
防
団
応
援

の
店
」
を
推
進
し
て
は
ど
う
か
。

「
消
防
団
応
援
の
店
」
は
、
地
域

で
消
防
団
員
を
応
援
し
、
加
入
促

進
や
地
域
防
災
力
の
充
実
を
図
る
た
め
店

舗
、
企
業
等
か
ら
消
防
団
員
対
象
に
優
遇

サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い
た
だ
く
も
の
。
登
録

の
呼
び
か
け
の
依
頼
を
行
っ
た
。

　
総
務
大
臣
は
女
性
消
防
団
員
の
活
動
に

つ
い
て
、
応
急
手
当
や
火
災
予
防
の
普
及

啓
発
、
実
災
害
の
消
火
活
動
や
後
方
支
援

活
動
な
ど
を
評
価
し
、
加
入
を
勧
め
て
い

る
が
、
町
と
し
て
は
ど
う
か
。

　

女
性
消
防
団
員
が
15
名
の
定
員
と
な
る

よ
う
、
人
材
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
が
重

要
と
考
え
て
い
る
。
女
性
の
消
防
団
の
活

躍
の
場
も
必
要
。
町
と
し
て
も
定
員
と
な

る
よ
う
取
り
組
む
。

消
防
団
員
の
加
入
促
進
は

問
　
総
務
大
臣
は
地
方
公
務
員
の
消
防
団
へ

の
加
入
促
進
を
図
っ
て
い
る
。
職
員
の

方
々
の
積
極
的
な
入
団
に
つ
い
て
町
と
し

て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

取
り
組
む

山
下
町
長

答
　

ど
う
魅
力
あ
る
も
の
に
し
て
い
く
の
か

と
い
う
事
に
尽
き
る
と
思
う
。
町
と
し
て

は
、
消
防
団
に
入
っ
て
も
ら
う
た
め
の
取

り
組
み
は
す
る
。

　
自
主
防
災
組
織
に
女
性
が
参
画
し
て
い

る
地
域
は
あ
る
か
。

把
握
し
て
い
な
い

西
長
総
務
課
長

答
　

自
主
防
災
組
織
は
現
在
31
組
織
の
41
自

治
体
で
あ
る
。
女
性
は
何
名
か
は
把
握
し

て
い
な
い
。

地
域
に
女
性
リ
ー
ダ
ー
を

問
　
自
主
防
災
組
織
に
女
性
リ
ー
ダ
ー
と
な

る
方
も
入
れ
る
よ
う
、
地
域
に
働
き
か
け

て
は
ど
う
か
。

働
き
か
け
を
す
る

山
下
町
長

答
　

自
主
防
災
組
織
の
結
成
に
当
た
り
、
男

女
共
同
参
画
の
視
点
で
女
性
の
参
画
を
町

と
し
て
働
き
か
け
を
す
る
。

　
　問答

女
性
消
防
団
員
の
加
入
促
進

問
人
材
確
保
に
努
め
る

山
下
町
長

答

女
性
は
何
名
か

問

問 「消防団応援の店」を

答 呼びかけを行った
新藤　登子 議員

出初式

「消防団応援の店」のロゴマーク
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一 般 質 問 一 般 質 問

職

員

名

簿

職
員
名
簿
は
町
民
か
ら
「
配
布
す

べ
き
だ
」「
な
ぜ
や
め
る
の
か
」

と
い
っ
た
強
い
声
が
あ
る
。
来
年
度
か
ら

職
員
名
簿
配
布
を
復
活
さ
せ
る
べ
き
で
は

な
い
か
。「

行
政
の
業
務
は
、
職
員
個
人
で

行
う
の
で
は
な
く
、
組
織
全
体
で

行
う
」
も
の
で
あ
り
、
窓
口
で
渡
す
よ
う

に
変
更
し
た
。
周
知
を
十
分
行
う
。

や
め
る
理
由
わ
か
ら
な
い

問
　
や
め
た
理
由
、
や
め
る
本
音
が
分
か
ら

な
い
。
本
音
が
聞
き
た
い
。

な
ぜ
執
拗
に
質
問
す
る
の
か

山
下
町
長

答
　

な
ぜ
執
拗
に
質
問
す
る
の
か
、
意
図
が

分
か
ら
な
い
。

　

価
値
観
の
相
違
と
思
っ
て
い
る
。

業
務
に
支
障
が
で
る

問
　
職
員
の
氏
名
と
所
属
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

で
は
な
い
。

　
こ
れ
で
業
務
が
円
滑
に
で
き
る
の
か
、

支
障
が
出
る
と
思
う
が
。

　

名
前
を
全
町
民
に
知
ら
せ
る
必
要
な

い
。
そ
ん
な
こ
と
す
べ
き
で
な
い
。

防
犯
カ
メ
ラ

防
犯
カ
メ
ラ
止
め
よ

問
　
８
台
の
防
犯
カ
メ
ラ
が
庁
舎
管
理
規
定

が
な
い
の
に
稼
動
を
続
け
て
い
る
。
規
則

を
整
備
し
て
か
ら
稼
動
す
る
、
そ
れ
ま
で

は
止
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

止
め
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い

山
下
町
長

答
　

止
め
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
指
摘

は
真
摯
に
受
け
止
め
、
反
省
も
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

福
祉
あ
ん
し
ん
課
は
映
ら

な
い

問
　
福
祉
あ
ん
し
ん
課
や
福
祉
事
務
所
の
カ

ウ
ン
タ
ー
は
映
ら
な
い
。

　
映
ら
な
い
の
に「
防
犯
カ
メ
ラ
作
動
中
」

と
は
ど
う
い
う
こ
と
だ
。

　

反
問
権
を
行
使
す
る
。
青
亀
議
員
に
尋

ね
た
い
。
映
っ
て
な
い
と
何
ゆ
え
に
発
言

さ
れ
る
の
か
。

威
嚇
・
脅
し
だ

問
　
反
問
権
に
適
切
に
答
え
て
い
る
。
要
す

る
に
こ
れ
は「
威
嚇
」、平
た
く
言
え
ば「
脅

し
」
だ
。
や
め
た
ほ
う
が
い
い
。
考
え
る

余
地
は
な
い
。

適
正
に
判
断

山
下
町
長

答
　

斟
酌
し
な
が
ら
、
適
正
に
判
断
す
る
。

明
確
な
意
思
表
示
は
し
な
い
。

威
嚇
は
や
め
よ

問
　
私
に
は
町
政
を
質
す
権
利
が
あ
る
。
町

民
を
威
嚇
す
る
よ
う
な
こ
と
は
や
め
よ
と

言
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
１
２
０
％
同
意

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

違
和
感
を
覚
え
る

山
下
町
長

答
　

威
嚇
と
い
う
言
葉
に
違
和
感
を
覚
え

る
。
意
見
を
頂
き
、
適
正
に
判
断
す
る
。

答

町
民
に
知
ら
せ
る
必
要
な
い

山
下
町
長

答

逆
に
聞
き
た
い

山
下
町
長

答

　
　問

問 職員名簿配布を復活せよ

答 窓口で希望者に渡す
青亀　壽宏 議員
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一 般 質 問 一 般 質 問

外
国
人
の
生
保

在
日
外
国
人
に
対
す
る
生
活
保
護

は
、日
本
人
に
準
ず
る
扱
い
だ
が
、

最
高
裁
判
決
に
よ
り
保
護
の
対
象
と
す
る

国
民
に
外
国
人
は
含
ま
れ
ず
、
裁
量
に
よ

る
保
護
の
対
象
に
留
ま
る
と
さ
れ
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
自
治
事
務
が
明
確
に
な
っ

た
が
、
支
給
に
関
し
て
外
国
籍
の
人
の
要

綱
は
本
町
に
あ
る
の
か
。

外
国
人
に
対
す
る
生
活
保
護
は
、

通
知
に
基
づ
い
て
措
置
を
し
て
い

る
。
こ
の
中
で
生
活
保
護
法
を
準
用
し
、

保
護
の
内
容
等
に
取
り
扱
い
の
差
を
付
け

る
べ
き
で
は
な
い
と
記
載
が
あ
る
た
め
、

要
綱
を
定
め
る
事
は
し
て
い
な
い
。
法
を

準
用
し
て
同
様
の
保
護
を
行
っ
て
い
る
。

要
綱
の
整
備
は
重
要

問
　
要
綱
や
要
領
な
り
を
定
め
て
、
困
っ
て

い
る
方
に
は
、
こ
う
い
う
裏
付
で
保
護
す

る
事
を
整
備
す
る
事
は
大
切
だ
と
思
う
が
。

人
権
に
軸
足
を

山
下
町
長

答
　

あ
え
て
作
る
な
ら
ば
、
人
権
と
い
う
こ

と
に
軸
足
を
置
い
た
要
綱
や
要
領
と
い
う

事
に
な
る
。
県
や
他
の
市
町
で
は
ど
の
様

な
要
綱
に
な
っ
て
い
る
か
研
究
し
な
が
ら

作
る
事
に
な
る
。

扶
養
義
務
者
の
確
認
は

問
　
外
国
籍
の
人
に
保
護
を
行
う
場
合
、
扶

養
義
務
者
の
確
認
は
、
例
え
ば
大
使
館
や

本
国
に
照
会
を
行
う
等
し
て
い
る
の
か
。 

ど
の
様
に
正
確
性
を
担
保
し
て
い
る
の

か
、
運
用
の
実
態
を
聞
き
た
い
。

申
告
を
基
本
に

山
下
町
長

答
　

要
保
護
者
の
申
告
を
基
本
と
し
、
必
要

が
あ
る
と
き
に
戸
籍
等
に
よ
り
確
認
し
て

い
る
た
め
、
要
保
護
者
の
外
国
の
公
的
機

関
へ
の
照
会
は
実
施
し
て
い
な
い
。

子
ど
も
の
貧
困

差
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

問
　
高
校
の
進
学
奨
励
金
は
一
般
化
さ
れ
た

が
、
大
学
、
専
修
学
校
に
つ
い
て
は
、
一

部
の
地
域
や
出
身
者
の
み
だ
。

　
困
っ
て
い
る
子
ど
も
へ
の
対
策
に
差
が

あ
る
現
状
を
改
め
る
気
は
な
い
か
。

　

一
般
対
策
化
は
、
同
和
地
区
出
身
者
の

進
学
率
の
推
移
や
当
該
家
庭
の
経
済
状

況
、
財
政
負
担
等
の
観
点
か
ら
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。

　

29
年
度
の
当
初
予
算
で
現
行
の
場
合
の

試
算
で
は
７
０
０
万
円
強
の
増
額
と
な

り
、
財
政
面
を
考
え
る
と
、
来
年
度
か
ら

の
実
施
は
困
難
と
判
断
し
、
見
送
っ
た
。

一
助
に
な
り
得
る

小
林
教
育
長

答
　

子
供
の
貧
困
率
が
悪
化
し
て
い
る
中
、

家
庭
の
経
済
状
況
に
左
右
さ
れ
な
い
教
育

機
会
の
保
障
と
い
う
面
で
は
、
進
学
奨
励

金
の
一
般
対
策
化
は
そ
の
一
助
に
な
り
、

今
後
検
討
し
た
い
。

　
　問答

財
政
面
で
困
難

山
下
町
長

答

問 外国人生活保護
の要綱あるか

答 生活保護法を準用
大平　高志 議員
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一 般 質 問 一 般 質 問

小
さ
な
拠
点

人
口
減
少
、
高
齢
化
率
の
上
昇
、

独
居
世
帯
数
の
増
加
が
中
山
間
地

域
で
顕
著
に
見
ら
れ
る
。対
策
は
ど
う
か
。

人
口
減
少
対
策
と
し
て
、「
琴
浦

町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
に
よ
り
、
過
疎
化
が
進
む
中
山

間
地
域
で
は
、
若
者
定
住
等
に
よ
る
集
落

活
性
化
総
合
対
策
事
業
の
取
り
組
み
や
、

以
西
・
古
布
庄
地
区
の
活
性
化
団
体
へ
の

支
援
を
考
え
て
い
る
。

毎
年
何
組
定
住
が
必
要
か

問
　
琴
浦
町
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
も
作
成
さ
れ

て
い
る
が
、
具
体
的
に
中
山
間
地
域
に
何

組
定
住
す
れ
ば
よ
い
と
考
え
て
い
る
か
。

検
討
し
て
い
な
い

山
下
町
長

答
　

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
は
合
計
特
殊
出
生
率
の

引
き
上
げ
や
社
会
移
動
に
よ
る
人
口
減
少

を
抑
制
す
る
目
標
を
設
定
し
、
将
来
の
人

口
目
標
を
設
定
し
た
も
の
で
は
な
い
。

　

集
落
の
人
口
減
少
対
策
を
検
討
す
る
場

合
、
県
が
作
成
し
て
い
る
集
落
創
造
シ
ー

ト
を
活
用
し
て
い
き
た
い
。

　
人
口
の
１
％
は
毎
年
古
布
庄
８
人
、
上

郷
５
人
、
以
西
８
人
の
定
住
と
な
る
。
所

得
１
％
の
地
区
外
流
出
は
古
布
庄
が
１
８

０
０
万
円
、
上
郷
が
１
０
０
０
万
円
、
以

西
が
１
５
０
０
万
円
だ
が
そ
れ
を
取
り
戻

す
こ
と
だ
。

　
そ
の
た
め
、新
規
作
物
の
推
進
、ま
た
、

半
農
半
Ｘ
に
よ
る
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
者
の
移
住

定
住
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
の
か
。

鳥
大
と
連
携
し
て
や
る

山
下
町
長

答
　

新
規
作
物
は
鳥
取
大
学
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
今
後
４
年
間
の
試
験
栽
培
を
計
画

し
て
お
り
、
栽
培
技
術
の
確
立
や
遊
休
農

地
対
策
に
見
合
う
よ
う
で
あ
れ
ば
導
入
す

る
。

　

半
農
半
Ｘ
に
つ
い
て
は
、
新
規
就
農
者

を
増
や
す
観
点
か
ら
、
農
業
研
修
施
設
へ

と
改
善
し
、
農
業
委
員
会
、
Ｊ
Ａ
と
関
係

機
関
と
協
議
し
、
研
修
、
就
農
で
き
る
環

境
を
整
え
た
い
。

小
さ
な
拠
点
構
想
、
政
策

化
は

問
　
国
交
省
の
進
め
て
い
る
小
さ
な
拠
点
構

想
は
、
い
つ
政
策
化
さ
れ
る
の
か
。

以
西
地
区
を
モ
デ
ル
地
区
に

山
下
町
長

答
　

平
成
29
年
度
に
は
以
西
地
区
を
モ
デ
ル

地
区
と
し
、
旧
以
西
小
の
２
階
を
農
業
研

修
宿
泊
施
設
、
１
階
は
地
域
活
動
の
拠
点

と
し
て
整
備
し
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
検
討

委
員
会
で
、
高
齢
者
健
康
増
進
の
場
、
食

堂
、
農
産
物
加
工
所
、
文
化
活
動
を
行
う

場
等
、
活
用
方
針
案
が
ま
と
ま
り
つ
つ
あ

る
。

　

今
後
、
古
布
庄
地
域
の
振
興
協
議
会
が

行
う
各
種
事
業
を
支
援
し
た
い
。
上
郷
地

区
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
検
討
に
至
っ
て

い
な
い
が
、
引
き
続
き
努
力
し
た
い
。

答

田
園
回
帰
１
％
戦
略
は

問

問 中山間地域対策は

答 活性化団体への支援を

　
　問

桑本　始 議員

旧以西小学校
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一 般 質 問 一 般 質 問

ま
ち
づ
く
り

町
長
は
「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
と
し
て

い
る
。
各
事
業
実
施
に
数
値
目
標
を
設
定

し
て
、
チ
ェ
ッ
ク
や
見
直
し
な
ど
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
注
１

を
ど
の
よ
う
に
活
用
し

て
、
今
後
の
事
業
推
進
と
改
善
を
す
る
の

か
。

各
事
業
の
数
値
目
標
は
、
管
理
的

な
事
業
以
外
は
事
業
立
案
時
に
設

定
す
る
。
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
実
施
に

つ
い
て
は
、
サ
マ
ー
レ
ビ
ュ
ー
注
２

や
予

算
査
定
を
通
し
て
実
施
し
て
い
る
。
地
方

創
生
事
業
に
つ
い
て
は
、
進
捗
状
況
を
ま

と
め
、
地
方
創
生
推
進
会
議
で
報
告
し
、

意
見
を
頂
く
事
に
し
て
い
る
。

　

29
年
度
か
ら
の
事
業
説
明
書
の
書
式
を

改
め
て
、
事
業
の
改
善
と
推
進
に
活
か
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

教
育
委
員
会
で
は
、
20
年
度
か
ら

教
育
行
政
評
価
を
実
施
し
て
い
る
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
利

用
者
は

問
　
地
方
創
生
事
業
で
、
総
合
体
育
館
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
に
器
具
と
ト
レ
ー

ナ
ー
を
配
置
し
た
が
利
用
状
況
は
ど
う
か
。

大
幅
に
増
加

山
下
町
長

答
　

利
用
者
は
４
倍
増
え
て
、
年
間
利
用
者

も
約
１
万
人
に
な
り
そ
う
だ
。

成
功
し
た
の
で
な
い
か

戸
田
社
会
教
育
課
長

答
　

２
月
の
利
用
者
は
９
７
７
人
で
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
が
成
功
し
た
と
思
っ
て
い

る
。
日
中
は
高
齢
者
の
方
が
多
く
、
ま
た

若
い
方
の
利
用
も
予
想
外
に
伸
び
て
い
る
。

　

資
格
を
持
っ
た
ト
レ
ー
ナ
ー
が
、
器
具

の
使
い
方
や
無
理
の
な
い
メ
ニ
ュ
ー
を
考

案
し
て
指
導
し
て
い
る
。

一
体
化
し
た
計
画
を

問
　
各
地
で
行
っ
て
い
る
「
琴
浦
フ
ェ
ア
」

は
、
食
・
文
化
・
観
光
な
ど
や
協
力
隊
員

の
Ｐ
Ｒ
・
発
表
の
場
と
な
る
よ
う
な
、
一

体
化
し
た
計
画
実
施
を
し
て
は
ど
う
か
。

出
来
る
限
り
一
体
化
を

山
下
町
長

答
　

フ
ェ
ア
も
、
い
ろ
い
ろ
な
特
性
が
あ
り

全
て
統
一
と
い
う
事
に
は
な
ら
な
い
が
、

琴
浦
町
の
総
合
力
で
取
り
組
む
と
い
う
視

点
で
、
展
開
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　問答答

問 「安心して暮らせる
まちづくり」は

答 ＰＤＣＡを実施� 山下町長
教育行政評価を実施　小林教育長川本　正一郎 議員

増設されたトレーニングマシーン
（総合体育館）

注
１　

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
と
は

注
２　

サ
マ
ー
レ
ビ
ュ
ー
と
は

　

当
初
予
算
に
計
上
さ
れ
た
事
業
の

「
必
要
性
」「
効
果
」「
今
後
の
展
望
」

を
夏
の
時
期
に
聞
き
取
り
、
翌
年
度
の

当
初
予
算
編
成
に
反
映
さ
せ
る
仕
組
み
。
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一 般 質 問 一 般 質 問

交
通
安
全
基
本
条
例

町
交
通
安
全
基
本
条
例
、
第
６
条

に
は
交
通
安
全
対
策
に
関
す
る
計

画
を
策
定
し
実
施
す
る
と
な
っ
て
い
る
が

策
定
し
た
の
か
。

西
長
総
務
課
長

答全
国
の
も
の
に
基
づ
き
県
の
総
合
計
画
が

策
定
さ
れ
る
。
28
年
度
に
設
け
る
予
定
で

あ
っ
た
が
、
ま
だ
策
定
し
て
い
な
い
。

駅
前
広
場
の
除
雪
は

問
　
琴
浦
町
に
は
３
つ
の
駅
が
あ
る
が
、
第

８
条
に
は
管
理
者
に
対
し
必
要
な
措
置
を

講
ず
る
よ
う
要
請
す
る
と
記
載
さ
れ
て
い

る
。
除
雪
の
要
請
は
行
っ
た
の
か
。

町
側
で
除
雪
を
行
っ
た

倉
光
建
設
課
長

答
　
Ｊ
Ｒ
に
お
願
い
す
る
の
が
本
筋
だ
と
思

う
が
、
通
学
路
の
バ
ス
回
し
の
一
部
と
い

う
こ
と
で
、
町
側
で
除
雪
を
行
っ
た
。

高
校
生
の
通
学
路
に
街
路

灯
を

問
　
小
・
中
学
生
は
下
校
時
に
は
明
る
い
う

ち
に
帰
る
こ
と
が
原
則
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
高
校
生
は
中
部
以
外
の
西
部
、

東
部
へ
の
進
学
が
増
え
て
お
り
、
遅
い
時

間
に
帰
宅
す
る
生
徒
も
増
え
て
い
る
。

　
高
校
生
の
下
校
す
る
道
を
把
握
し
街
路

灯
を
設
置
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

問
題
意
識
を
持
っ
て
い
る

山
下
町
長

答
　

街
路
灯
の
設
置
は
集
落
内
は
集
落
の
負

担
、
集
落
間
は
町
の
負
担
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
基
本
的
に
町
が
負
担
し
て

お
り
、
そ
の
辺
に
つ
い
て
は
問
題
意
識
を

持
っ
て
い
る
。

県
道
に
つ
い
て
の
要
望
は

問
　
条
例
で
も
町
が
要
望
し
て
い
く
と
記
載

さ
れ
て
い
る
。
県
道
に
つ
い
て
は
県
へ
の

要
望
が
で
き
て
い
る
の
か
。

町
と
し
て
要
望
す
る

倉
光
建
設
課
長

答
　

県
道
に
つ
い
て
は
、
部
落
要
望
等
が
出

て
い
る
。
そ
の
都
度
、
県
に
要
望
す
る
。

農

業

目
標
の
達
成
は

問
　
が
ん
ば
る
地
域
プ
ラ
ン
事
業
は
目
標
を

設
定
し
行
わ
れ
て
い
る
。
核
と
な
る
品
目

の
生
産
振
興
、
担
い
手
、
新
規
就
農
者
の

確
保
は
で
き
た
の
か
。

解
決
し
て
い
な
い

山
下
町
長

答
　

農
業
を
取
り
巻
く
主
要
な
問
題
が
解
決

さ
れ
た
と
は
思
っ
て
い
な
い
。

担
い
手
確
保
が
必
要

高
橋
農
林
水
産
課
長

答
　

高
齢
化
に
よ
り
、
荒
廃
農
地
が
増
え
て

い
る
中
で
、
担
い
手
の
確
保
が
必
要
だ
と

思
う
。

　
　問

語堂　正範 議員

問 交通安全基本条例に基づく
計画は策定されたのか

答 まだ策定していない

１月の大雪　（赤碕駅前）
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一 般 質 問 一 般 質 問

次
世
代
育
成
支
援

ふ
る
さ
と
納
税
を
利
用
し
て
の
次

世
代
育
成
支
援
は
。

ふ
る
さ
と
納
税
を
財
源
と
し
て
、

学
校
教
育
へ
の
活
用
、
子
ど
も
達

の
予
防
接
種
実
施
な
ど
で
育
成
支
援
に
繋

げ
て
い
る
。

若
者
定
住
の
促
進
は

問
　
就
農
給
付
金
を
一
般
的
な
地
元
就
農
者

に
も
適
用
し
、
若
者
定
住
の
促
進
は
図
れ

な
い
か
。県

の
制
度
を
利
用

山
下
町
長

答
　

国
や
県
の
制
度
な
ど
を
利
用
し
、
定
住

促
進
を
図
っ
て
行
く
。

奨
学
金
制
度
の
一
般
化
は

問
　
高
等
教
育
（
大
学
等
）
を
受
け
て
い
る

約
半
数
が
、奨
学
金
制
度
を
受
け
て
い
る
。

高
等
教
育
へ
の
奨
学
金
制
度
一
般
化
、
ま

た
、給
付
型
の
取
り
組
み
は
さ
れ
な
い
か
。

　

国
、
県
の
制
度
を
参
考
に
、
町
と
し
て

も
検
討
を
し
て
い
く
。

大

雪

対

策

６
年
前
の
教
訓
は

問
　
１
月
の
雪
対
策
は
６
年
前
の
教
訓
が
生

か
さ
れ
た
か
。

24
時
間
体
制
で
対
応

山
下
町
長

答
　

警
報
発
令
か
ら
解
除
ま
で
、
職
員
の
体

制
を
組
み
、
24
時
間
対
応
で
対
応
し
た
。

除
雪
対
応
の
周
知
は

問
　
町
民
に
分
か
り
や
す
い
道
路
の
除
雪
順

位
、
除
雪
対
応
を
周
知
す
べ
き
で
は
。

反
省
を
含
め
対
応

山
下
町
長

答
　

幹
線
道
路
、
バ
ス
路
線
、
通
学
路
を
優

先
と
し
て
対
応
し
て
い
る
が
、
今
後
反
省

を
含
め
対
応
し
た
い
。

　
建
設
業
者
の
減
少
を
受
け
て
、
今
後
町

職
員
も
大
型
特
殊
の
運
転
者
の
養
成
が
必

要
で
は
な
い
か
。

養
成
し
て
い
る

山
下
町
長

答
　

除
雪
機
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
23
名
で

対
応
し
て
い
る
。
28
年
度
は
１
名
を
養
成

し
た
。

今
後
の
危
機
管
理
は

問
　
今
後
の
危
機
管
理
に
向
け
た
対
応
は
。

防
災
行
政
無
線
を
活
用

山
下
町
長

答
　

各
関
係
機
関
と
の
情
報
の
共
有
化
な
り

連
携
を
深
化
さ
せ
る
事
と
、
防
災
行
政
無

線
の
活
用
を
図
る
。

　
　問答

検
討
し
て
い
く

山
下
町
長

答

運
転
者
の
養
成
は

問

問 次世代育成支援は

答 各種施策で若者定住促進
小椋　正和 議員

海蔵寺付近の除雪風景
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町 民 の 声

あ
と

　 

が
き

　
〝
み
ん
な
が
輝
く
住
み
よ
い
ま
ち
〟

を
琴
浦
町
が
目
指
す
将
来
像
と
し

て
、
29
年
度
か
ら
第
２
次
総
合
計
画

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

豊
か
な
自
然
や
歴
史
・
文
化
、
そ

し
て
、
海
の
幸
、
山
の
幸
、
大
地
の

恵
み
が
一
層
輝
く
我
が
ふ
る
さ
と
を

町
民
み
ん
な
で
築
き
上
げ
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。

　

地
元
の
人
は
当
た
り
前
と
思
っ
て

い
て
も
、
移
住
し
て
こ
ら
れ
た
方
に

よ
っ
て
、
そ
の
良
さ
に
改
め
て
気
づ

か
さ
れ
ま
す
。
町
民
の
声
を
大
切
に

し
、
町
民
と
共
に
知
恵
を
出
し
汗
を

か
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
改

め
て
感
じ
ま
す
。�

（
澤
田　

豊
秋
）

「
帰
っ
て
き
ま
し
た
鳥
取
県
」

　

平
成
27
年
12
月
に
移
住
し
ま
し

た
。
私
に
と
っ
て
は
、「
移
住
」

と
言
う
よ
り
「
帰
郷
」
に
な
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　

大
阪
へ
出
て
30
年
。
両
親
も
高

齢
に
な
り
、
も
う
鳥
取
に
帰
り
た

い
な
あ
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、

移
住
に
力
を
入
れ
て
い
る
琴
浦
町

の
事
を
知
り
、
空
き
家
バ
ン
ク
に

登
録
。
ト
ン
ト
ン
拍
子
に
家
も
決

ま
り
、
12
月
の
引
っ
越
し
と
な
り

ま
し
た
。

　

主
人
も
海
と
大
山
が
見
え
る
琴

浦
町
が
と
て
も
気
に
入
っ
て
い
ま

す
。
移
住
者
に
と
っ
て
は
緊
張
も

あ
る
事
で
す
が
、
な
に
よ
り
も
地

元
の
み
な
さ
ん
が
と
て
も
温
か
く

迎
え
て
く
だ
さ
っ
て
、
私
も
主
人

も
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

引
っ
越
し
か
ら
１
年
た
ち
ま
し

た
が
、
仕
事
は
も
ち
ろ
ん
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
や
庭
仕
事
な
ど
、

仕
事
に
追
わ
れ
た
大
阪
で
の
生
活

と
は
違
い
、
充
実
し
た
毎
日
が
送

れ
て
い
ま
す
。

　

私
は
琴
浦
町
に
も
っ
と
た
く
さ

ん
の
方
が
移
住
し
て
欲
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
私
の
琴

浦
Ｐ
Ｒ
で
す
が
『
風
景
の
良
さ
・

お
水
が
美
味
し
い
こ
と
・
食
べ
物

が
美
味
し
い
事
も
一
番
で
す
が
、

な
に
よ
り
も
人
が
温
か
い
』。

　
ぜ
ひ
！
琴
浦
町
へ
来
て
く
だ
さ
い
！

岩本　和子さん

「
町
の
将
来
、次
代
の
担
い

手
に
道
す
じ
を
」

　

高
校
卒
業
と
同
時
に
農
業
を
継

い
で
50
年
。
今
二
人
の
息
子
の
脇
に

回
り
、
法
人
化
し
た
和
牛
、
稲
作

を
主
と
し
た
農
業
を
営
ん
で
い
る
。

中
山
間
の
条
件
は
良
い
と
は
言
え

な
い
所
だ
が
、
後
継
者
に
道
す
じ

を
つ
け
、自
給
飼
料
を
主
に
始
め
た
、

産
直
も
軌
道
に
の
っ
た
米
作
り
の
経

営
に
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
。

　

振
り
返
っ
て
、
今
日
ま
で
農
業

に
希
望
を
持
っ
て
歩
ん
で
来
ら
れ

た
の
は
、
国
内
外
に
お
け
る
体
験

や
、
多
く
の
人
達
と
の
出
会
い
、

導
き
に
恵
ま
れ
、
い
つ
も
世
の
流

れ
の
、
ど
の
辺
に
自
分
が
立
っ
て

い
る
の
か
が
理
解
で
き
た
か
ら
だ

と
思
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
村
や
町
を
見
て
み
る

と
高
齢
化
が
進
み
、
担
い
手
不
足

や
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
等
、
地

域
や
農
業
の
展
望
の
開
け
な
い
所

ま
で
来
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
集
落
の

町
の
閉
鎖
性
、
ま
た
政
策
的
な
保

護
等
に
甘
ん
じ
て
き
た
地
域
、
農

業
が
結
果
的
に
国
際
化
や
市
場
原

理
等
の
、
大
き
な
世
の
流
れ
に
対

応
で
き
な
か
っ
た
結
果
だ
と
思
え

て
な
ら
な
い
。

　

今
か
ら
で
も
町
の
将
来
、
次
代

の
担
い
手
に
道
す
じ
を
付
け
ら
れ
る

よ
う
な
議
論
、
取
り
組
み
を
進
め

な
け
れ
ば
さ
ら
に
手
遅
れ
に
な
る
。

　

私
に
は
そ
の
動
き
が
、
行
政
か

ら
も
議
会
か
ら
も
、
村
か
ら
も
見

え
て
来
な
い
。

山本　哲嗣さん

「
琴
浦
保
育
園
卒
園
式
」（
３
月
28
日
）
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